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潮
来
に
近
い
玉
造
村
の
出
身
で
、
学
才
に
優
れ
、
玄
啄
の
懇
願
で
本

間
家
に
入
り
成
人
し
た
。
十
九
歳
で
、
水
戸
に
赴
き
原
南
陽
の
薫
陶
を

受
け
、
歸
郷
し
て
玄
啄
を
助
け
て
診
療
に
従
事
し
玄
啄
の
長
女
と
結
婚
。

こ
の
夫
妻
の
子
が
本
間
玄
調
で
あ
る
。
玄
有
は
稽
医
館
の
発
展
と
運

営
に
大
き
な
力
を
蓋
し
た
が
、
健
康
に
恵
れ
ず
、
義
弟
の
道
偉
に
家
業

を
譲
っ
た
。

十
世
本
間
道
偉

本
間
道
偉
は
玄
啄
の
長
男
で
あ
る
。
十
三
歳
で
原
南
陽
の
門
に
入
り
、

儒
学
を
藤
田
幽
谷
に
学
び
、
江
戸
及
び
京
都
に
遊
学
し
た
。
歸
郷
し
て

た
。
明
和
五
年
（
一
七
六
八
）
馬
場
村
の
村
山
儀
衛
門
の
長
子
を
養
子

と
し
た
。五
世
本
間
玄
啄

玄
啄
は
幼
少
よ
り
読
み
書
き
に
優
れ
、
折
か
ら
転
居
し
て
来
た
本
間

道
意
に
師
事
。
道
意
は
そ
の
才
能
と
精
進
ぶ
り
に
心
惹
か
れ
、
両
親
に

懇
願
し
て
養
子
と
し
た
。
玄
啄
二
十
九
歳
、
水
戸
藩
医
・
原
南
陽
の
門

に
入
り
研
鑛
を
重
ね
歸
郷
し
て
五
代
目
を
継
い
だ
・
以
後
診
療
に
専
念
。

玄
啄
は
「
医
師
の
相
互
研
究
の
場
を
作
り
、
医
療
技
術
を
磨
き
合
う
こ

と
」
の
必
要
性
を
痛
感
し
て
、
文
化
元
年
（
一
○
八
四
）
玄
啄
五
十
歳

の
と
き
、
水
戸
藩
六
代
藩
主
徳
川
治
保
（
文
公
）
に
郡
宰
小
宮
山
楓
軒

を
介
し
て
、
医
学
研
究
所
の
設
立
を
願
い
出
て
許
さ
れ
、
小
川
城
跡
に

「
稽
医
館
」
を
設
立
し
た
。
稽
医
館
は
や
が
て
拡
充
し
て
水
戸
藩
の
郷
校

と
発
展
し
、
当
時
に
於
け
る
優
れ
た
医
学
研
究
機
関
と
な
っ
た
。

文
化
二
年
、
玄
啄
は
苗
字
帯
刀
を
許
さ
れ
て
い
る
。

文
化
二
年
、
玄
啄
は

六
世
本
間
玄
有

『
本
草
品
彙
精
要
』
は
中
国
明
代
の
弘
治
十
八
二
五
○
五
）
年
、
弘

治
帝
の
命
で
編
慕
さ
れ
た
本
草
書
で
、
美
麗
な
彩
色
図
の
あ
る
原
写
本

一
本
が
献
上
さ
れ
た
だ
け
だ
っ
た
。
本
書
の
条
文
は
基
本
的
に
宋
代
『
証

類
本
草
」
か
ら
の
抜
粋
・
再
編
だ
が
、
そ
の
絵
図
の
美
し
さ
ゆ
え
、
の

ち
多
く
の
複
写
本
が
製
作
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
彩
色
絵
図
が
あ
る
た

め
明
清
代
と
も
に
刊
行
で
き
ず
、
原
写
本
や
伝
写
本
だ
け
が
宮
廷
等
に

秘
蔵
さ
れ
て
い
た
。
し
か
も
近
代
に
な
る
と
、
そ
れ
ら
の
美
し
さ
が
注

目
さ
れ
て
世
界
各
地
に
流
出
し
た
た
め
、
伝
写
系
統
の
解
明
す
ら
困
難

だ
っ
た
。

稽
医
館
の
中
核
と
な
り
、
庶
民
救
済
に
専
念
し
た
。

天
保
六
年
二
八
三
五
）
藩
命
に
よ
り
召
さ
れ
て
、
郷
医
か
ら
上
座

表
医
師
に
抜
擢
さ
れ
、
徳
川
斉
昭
の
母
瑛
想
院
の
病
気
を
恢
復
さ
せ
、

ま
た
天
保
十
三
年
斉
昭
公
自
身
の
病
気
診
療
に
腕
を
ふ
る
い
、
斉
昭
公

よ
り
そ
の
医
術
が
激
賞
さ
れ
た
。

間
も
な
く
弘
道
館
の
医
学
館
教
授
に
任
命
さ
れ
、
八
十
歳
で
没
し
た
。

八
世
本
間
玄
調

玄
啄
夫
妻
は
娘
「
ぎ
そ
」
に
玄
有
の
子
玄
調
を
迎
え
て
本
間
八
世
と

し
た
。
天
下
の
名
医
、
本
間
玄
調
の
誕
生
で
あ
る
が
、
玄
調
の
そ
の
人

と
学
問
に
つ
い
て
は
次
回
に
譲
り
た
い
。

（
平
成
十
五
年
十
月
例
会
）

「
本
草
品
彙
精
要
」
巻
二
の
研
究

i'j

、
水
芝
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演
者
は
昨
年
七
月
に
武
田
科
学
振
興
財
団
杏
雨
書
屋
に
て
当
弘
治
原

本
を
実
見
す
る
念
願
が
叶
い
、
世
界
各
地
の
伝
写
本
と
比
較
研
究
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
結
果
、
各
本
は
巻
二
の
絵
図
・
条
文
の
み
相
違

が
大
き
く
、
巻
二
以
外
は
弘
治
原
本
と
ほ
ぼ
同
一
で
あ
る
こ
と
に
気
づ

い
た
。
な
ぜ
巻
二
の
み
が
相
違
し
、
そ
れ
は
何
を
意
味
す
る
の
だ
ろ
う

か
。

現
段
階
の
管
見
範
囲
で
、
本
書
系
統
の
伝
写
本
十
七
種
が
見
出
さ
れ

た
。
一
方
、
弘
治
原
本
の
巻
二
に
は
鉱
物
薬
二
十
種
に
つ
き
計
十
九
図

が
描
か
れ
て
い
る
が
、
各
伝
本
に
は
絵
図
の
み
の
場
合
、
条
文
の
み
の

場
合
、
絵
図
・
条
文
と
も
に
欠
落
す
る
場
合
も
あ
る
。
そ
こ
で
図
文
の

欠
落
お
よ
び
異
同
情
況
よ
り
十
七
本
を
分
類
す
る
と
、
以
下
の
よ
う
に

配
列
で
き
る
。

①
杏
雨
書
屋
蔵
弘
治
原
本
、
②
中
医
研
究
院
図
書
館
蔵
明
写
『
補
遺

雷
公
炮
製
便
覧
」
、
③
杏
雨
書
屋
蔵
清
写
『
精
絵
本
草
図
』
『
④
杏
雨
書

屋
蔵
清
康
煕
写
本
、
⑤
北
京
故
宮
蔵
渭
康
煕
重
訂
続
補
写
本
、
⑥
中
国

科
学
院
図
書
館
蔵
清
写
本
、
⑦
台
北
国
家
図
書
館
蔵
明
写
『
金
石
昆
虫

草
木
状
』
、
⑧
明
写
「
本
草
図
譜
」
（
北
京
国
家
図
書
館
・
中
医
研
究
院

図
書
館
に
分
蔵
）
、
⑨
ロ
ー
マ
図
書
館
蔵
清
写
本
、
⑩
大
塚
恭
男
氏
蔵
清

写
本
、
⑪
ベ
ル
リ
ン
図
害
館
蔵
清
写
本
、
⑫
北
京
国
家
図
書
館
蔵
明
写

本
、
⑬
杏
雨
書
屋
蔵
明
写
本
、
⑭
杏
雨
書
屋
蔵
写
真
版
（
巻
一
・
二
は

明
写
本
、
巻
十
三
以
降
は
清
康
煕
写
本
）
、
⑮
中
医
研
究
院
中
薬
所
図
書

館
蔵
清
写
本
、
⑯
上
海
図
書
館
蔵
渭
写
本
、
⑰
中
国
歴
史
博
物
館
蔵
清

写
本
。以
上
各
伝
写
本
の
巻
二
を
比
較
し
た
結
果
と
考
察
は
次
の
よ
う
で
あ

ブ
ハ
ン
Ｏ

②
③
は
全
絵
図
が
、
④
は
全
絵
図
と
条
文
が
①
弘
治
原
本
と
同
じ
で
、

と
も
に
原
本
か
ら
の
派
生
と
分
か
る
。
⑤
⑥
は
絵
図
を
欠
く
が
、
条
文

は
原
本
と
一
致
す
る
の
で
、
や
は
り
原
本
か
ら
派
生
し
て
い
る
。

⑦
は
絵
図
だ
け
の
書
で
あ
る
が
、
巻
二
部
分
の
絵
図
を
欠
く
。
し
か

し
⑦
の
叙
文
は
作
者
が
底
本
に
一
切
削
除
を
加
え
な
か
っ
た
と
い
う
。

と
す
る
な
ら
⑦
を
筆
写
し
た
底
本
に
、
巻
二
部
分
の
絵
図
が
元
々
な
か

っ
た
か
ら
に
違
い
な
い
。
⑧
は
⑦
の
転
写
な
の
で
、
む
ろ
ん
当
該
絵
図

は
な
い
。

⑨
⑩
⑪
の
図
と
文
は
と
も
に
同
一
だ
が
、
そ
れ
ら
は
①
弘
治
原
本
と

ま
っ
た
く
異
な
る
。
⑫
⑬
⑭
の
図
と
文
は
相
互
に
異
同
が
あ
り
、
か
つ

⑨
⑩
⑪
と
も
①
原
本
と
も
大
き
く
相
違
す
る
。
さ
ら
に
⑨
～
⑭
の
条
文

を
検
討
す
る
と
、
い
ず
れ
も
『
証
類
本
草
」
に
基
づ
い
て
い
る
が
、
摘

録
部
分
に
種
々
の
相
違
が
あ
る
。
こ
れ
ら
相
違
は
欠
落
し
た
巻
二
部
分

を
、
各
本
の
筆
写
者
が
個
々
に
補
填
し
た
た
め
生
じ
た
に
違
い
な
い
。

⑮
は
巻
七
～
十
五
・
十
七
・
十
八
の
み
伝
存
、
⑯
は
巻
二
十
四
・
二

十
五
の
み
伝
存
、
⑰
は
未
見
に
つ
き
、
当
三
本
の
系
統
は
未
詳
で
あ
る
。

さ
て
⑦
⑧
に
は
巻
二
部
分
の
絵
図
が
な
く
、
⑨
～
⑭
の
絵
図
は
原
本

と
違
う
。
ま
た
⑦
～
⑭
八
本
の
絵
図
に
改
変
の
可
能
性
は
考
え
ら
れ
ず
、

こ
れ
ら
伝
本
が
弘
治
原
本
か
ら
派
生
し
た
可
能
性
も
あ
り
え
な
い
。
す

る
と
弘
治
原
本
以
外
に
も
う
一
本
、
伝
本
の
ル
ー
ツ
的
写
本
が
あ
り
、

こ
れ
こ
そ
当
八
伝
本
の
底
本
だ
っ
た
だ
ろ
う
。
そ
し
て
当
底
本
は
巻
二

の
絵
図
・
条
文
部
分
を
欠
落
し
て
い
た
。
ゆ
え
に
当
底
本
か
ら
複
写
し

た
人
々
は
巻
二
の
絵
図
を
描
け
な
か
っ
た
、
あ
る
い
は
目
録
記
載
か
ら
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絵
図
を
各
々
狸
造
し
た
り
、
『
証
類
本
草
」
か
ら
条
文
を
抄
録
し
た
り
し

た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
曹
暉
氏
は
弘
治
本
に
原
本
と
副
本
の
二
種
が
あ
っ
た
と
報

告
す
る
。
む
ろ
ん
杏
雨
書
屋
に
保
存
さ
れ
て
い
る
も
の
は
弘
治
本
の
原

本
に
違
い
な
い
。
こ
の
弘
治
原
本
は
献
上
か
ら
流
出
ま
で
宮
廷
に
秘
蔵

さ
れ
、
複
写
は
ほ
ぼ
不
可
能
だ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
す
る
と
巻
二
を

欠
落
し
て
い
た
の
は
弘
治
副
本
だ
っ
た
可
能
性
が
極
め
て
高
い
。
こ
の

弘
治
副
本
か
ら
の
複
写
は
原
本
よ
り
容
易
だ
っ
た
だ
ろ
う
。
そ
し
て
副

本
か
ら
各
複
写
本
が
作
製
さ
れ
た
時
、
巻
二
欠
落
部
の
絵
図
を
程
造
、

な
い
し
欠
落
し
た
ま
ま
に
さ
れ
、
条
文
も
『
証
類
本
草
」
か
ら
摘
録
さ

れ
た
り
、
さ
れ
な
か
っ
た
り
し
た
。
そ
れ
ゆ
え
各
伝
本
の
巻
二
の
み
に

様
々
な
相
違
が
生
じ
た
の
だ
ろ
う
。

以
上
の
検
討
結
果
は
次
の
よ
う
に
結
論
づ
け
ら
れ
る
。

（
一
）
各
伝
本
と
弘
治
本
に
お
け
る
巻
二
の
絵
図
・
本
文
の
相
違
と
一
致

は
、
伝
本
の
系
統
関
係
と
ル
ー
ツ
を
解
明
す
る
根
拠
と
な
る
。

（
二
）
巻
二
の
絵
図
や
条
文
が
弘
治
本
と
一
致
す
る
①
～
⑥
お
よ
び
⑭

（
巻
十
三
以
降
）
は
、
弘
治
原
本
の
系
統
で
あ
る
。

（
三
）
巻
二
の
絵
図
や
本
文
が
弘
治
本
と
一
致
し
な
い
⑦
～
⑬
お
よ
び

⑭
（
巻
一
・
巻
二
）
は
弘
治
副
本
の
系
統
で
あ
る
。

貴
重
な
弘
治
本
・
明
写
本
・
康
煕
本
お
よ
び
「
精
絵
本
草
図
」
の
閲

覧
を
許
さ
れ
た
武
田
科
学
振
興
財
団
杏
雨
書
屋
、
ま
た
当
研
究
を
指
導

い
た
だ
い
た
茨
城
大
学
教
授
真
柳
誠
、
中
国
中
医
研
究
院
教
授
鄭
金
生

の
両
氏
に
深
謝
申
し
上
げ
る
。
本
研
究
の
一
部
は
日
中
笹
川
医
学
研
究

者
制
度
の
助
成
に
よ
る
。
（
平
成
十
六
年
一
月
例
会
）

「
断
種
法
史
上
の
人
び
と
」
と
し
て
今
ま
で
と
り
あ
げ
て
き
た
の
は
、

齋
藤
玉
男
（
賛
成
か
ら
慎
重
論
へ
）

金
子
準
二
（
反
対
）

永
井
潜
（
推
進
）

吉
益
脩
夫
（
推
進
）

三
宅
鑛
一
（
推
進
）

成
田
勝
郎
・
菊
地
甚
一
（
反
対
）

で
あ
る
。
今
回
は
、
当
時
の
精
神
科
医
の
大
勢
に
つ
き
報
告
す
る
た
め
、

そ
の
代
表
と
し
て
齋
藤
茂
吉
を
え
ら
ん
だ
。
こ
の
七
回
の
連
続
報
告
に

よ
っ
て
、
精
神
科
医
を
主
と
す
る
関
係
者
の
主
要
な
人
は
あ
げ
お
え
た
。

あ
と
一
人
あ
げ
れ
ば
、
金
子
に
ち
か
か
っ
た
植
松
七
九
郎
の
反
対
論
が

あ
る
。精
神
科
医
の
大
勢
を
み
る
た
め
に
、
一
九
三
八
年
（
昭
和
一
三
年
）

に
日
本
精
神
衛
生
協
会
（
現
在
の
日
本
精
神
衛
生
会
の
前
身
、
会
員
は

医
師
に
は
か
ぎ
ら
な
い
）
が
お
こ
な
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
、
お
よ

び
そ
れ
に
も
と
づ
く
座
談
会
を
み
て
お
こ
う
（
「
精
神
衛
生
』
第
一
二
号
、

一
九
三
八
年
）
・

三
月
一
○
日
づ
け
で
会
員
に
だ
さ
れ
た
質
問
は
、

一
、
断
種
の
精
神
可
否

齋
藤
茂
吉
・
ほ
か

Ｉ
断
種
法
史
上
の
人
び
と
（
そ
の
七
）

岡

田
靖
雄


